
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 恵那市立大井第二小学校 

実 施 期 間 ①毎週の火曜日 ②１０月２０日（月）～２３日(木) 

   ③１年間（１学期:地域探検 ２学期:スーパーマーケット・工場見学 ３学期:発表会） 

実 施 概 要 ① いさつ運動 ②保護者や地域の方の読み聞かせ  

③３年生の地域探検と発表会、伝統芸能「浅間七福万歳」体験 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   ■産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約 ２９０ 人 

人 
計 約 ３００ 人 

地域関係者 約 １０ 人 

 
実 施 状 況 

①について 

・朝７：２５～７：５５まで、ＰＴＡ研修委員が中心となって、保護

者が校門に立ち、児童会代表委員とともに登校する児童に朝のあい

さつを交わしている。  

②について 

・１０月２０日（月）～２３日（木）の朝活動（８:１５～８:２５）の

時間に、募集した｢読み聞かせボランティア｣の保護者や地域の方が

各学級で｢朝の読み聞かせ｣を行い、児童との交流を深めた。  

③について 

・３年生の社会と総合的な学習の時間を横断的に使い、地域探検とス

 ーパーマーケットや工場の見学を行った。地域探検や見学で発見し

 たことや学んだこと（校区の土地利用や店舗内の工夫、工場の仕事

 内容や製品製造の工夫等）を今後まとめ、３学期の授業参観にて発

 表する予定。また、３学期には、伝統芸能「浅間七福漫才」の保存

 会の方を招いて、伝統芸能存続についての思いを聞き、実演および

 体験を予定している。 

 
成果及び課題 

① ついて（参加された保護者の声から）  

・毎週の活動により、子ども達の変化や様子について話題としてあげ

られ、ＰＴＡとして子どもをとらえる良い機会となっている。  

②について（保護者の感想から）  

・本を通して人のためにする喜びやみんなで力を合わせることの大切

 さを学んでほしかったので、この本を選びました。みんなが真剣に

 聞いてくれたのでとてもうれしかったです。最後に「おじいさんが

 最後に笑ってくれて良かった。」と言う感想を言ってくれて本当に

 良かったです。これからもたくさんの本と出会ってほしいです。  

③について（地域の方の声から）  

・子ども達に地域のことを知ってもらい、今後も地域に生きていく人

として成長してほしいと願っておられる。  

 


